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北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
10
月
６

日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ラ
ニ
ル
・
ウ
ィ
ク
ラ
マ

シ
ン
ハ
首
相
と
東
京
都
内
で
会
談
し
ま
し

た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
相
が
日
本
を
訪
問
す

る
の
は
７
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

冒
頭
で
、
北
岡
理
事
長
は
、
ウ
ィ
ク
ラ
マ

シ
ン
ハ
首
相
の
再
任
に
つ
い
て
祝
辞
を
述
べ

た
上
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
通
じ
て
ス
リ

ラ
ン
カ
が
発
展
し
、
日
本
と
の
友
好
関
係
が

さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し

た
。

　

ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
首
相
は
、
教
育
、
保

健
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
紛
争
や
津
波
か
ら
の

復
興
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
長

年
の
支
援
に
対
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
進
国
入
り
を
見
据
え
て
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
海
外
投
資
の
拡
大
、
さ
ら
に
科
学
技

術
の
発
展
を
図
り
た
い
と
の
意
欲
を
示
し
、

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
一
層
緊
密
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
北
岡
理
事
長
は
、「
ス

リ
ラ
ン
カ
に
は
、
安
定
し
た
国
づ
く
り
や
、

さ
ら
な
る
社
会
経
済
開
発
の
た
め
に
多
様
な

支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
引
き
続
き
積
極
的
に

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

ま
た
10
月
29
日
、
北
岡
理
事
長
は
、
ベ
ナ

ン
の
リ
オ
ネ
ル
・
ザ
ン
ス
首
相
と
都
内
で
会

談
し
ま
し
た
。
ザ
ン
ス
首
相
は
、
日
本
か
ら

西
ア
フ
リ
カ
へ
の
投
資
促
進
を
目
的
と
し
た

「
第
1
回
E
C
O
W
A
S
｜
日
本
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
す
る
た
め
、
初
め
て

日
本
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、ザ
ン
ス
首
相
は
、「
小
学
校
建
設
や
、

村
落
給
水
事
業
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

こ
れ
ま
で
協
力
は
、
ベ
ナ
ン
の
人
々
に
広
く

認
知
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
今
後
も
保
健
、

農
業
、
教
育
な
ど
、
国
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
分
野
で
の
継
続
的
な
支
援
を
期
待
し
て
い

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
北
岡
理
事
長
は
、
開
発
途

上
国
の
人
々
が
自
ら
の
力
で
国
づ
く
り
を
行

っ
て
い
く
た
め
の
協
力
を
重
視
し
て
い
る
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
、
特
に
教
育
や
保
健
分
野
で

の
協
力
は
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
来
年
、
ケ
ニ
ア
で
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
「
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
（
T
I
C
A
D
Ⅵ
）」
に
向
け
て
、
北

岡
理
事
長
は
、「
ベ
ナ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
関
係
を
一
層
強
化
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

北岡理事長が２カ国の首相と会談 01

03インドネシアの火災と煙害に緊急援助
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
今
年
６
月
か
ら
発
生

し
て
い
る
森
林
・
泥
炭
火
災
と
、
そ
れ
に

伴
う
煙
害
に
対
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
物
資
の

供
与
と
専
門
家
派
遣
の
緊
急
援
助
を
行
い

ま
し
た
。

　

火
災
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
や
カ
リ
マ
ン
タ
ン

島
な
ど
で
発
生
し
、
同
国
や
周
辺
諸
国
で

は
深
刻
な
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
現
地
当
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
煙
害

に
よ
り
健
康
被
害
を
受
け
た
人
の
数
は
12

万
人
に
上
り
、
現
地
報
道
に
よ
る
と
死
者

も
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
国
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
消
火
剤（
2
0
0
0
リ
ッ
ト
ル
）を
現

地
に
輸
送
。
10
月
17
日
に
現
地
災
害
対
策
本

部
が
置
か
れ
て
い
る
ス
マ
ト
ラ
島
の
パ
レ
ン

バ
ン
に
到
着
し
ま
し
た
。
引
き
渡
し
式
で
は
、

同
国
の
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
フ
マ
ン
・
モ
ハ
マ
ド
・

フ
ァ
ヒ
ー
ル
外
務
副
大
臣
が
、
日
本
の
迅
速

な
対
応
へ
の
感
謝
の
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
10
月
15
日
か
ら
21

日
に
か
け
て
専
門
家
を
現
地
に
派
遣
。
今

回
供
与
し
た
物
資
が
、
円
滑
か
つ
効
果
的

に
消
火
活
動
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
同

国
政
府
に
対
す
る
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

02　キルギスの道路網整備に貢献
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
10
月
26
日
、
キ
ル
ギ
ス
政

府
と
の
間
で
、「
国
際
幹
線
道
路
改
善
事
業
」

を
対
象
と
し
た
円
借
款
貸
付
契
約
に
調
印
し

ま
し
た
。
キ
ル
ギ
ス
に
対
す
る
円
借
款
供
与

は
16
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
同
国
南
部
の
オ
シ
ュ
、

バ
ト
ケ
ン
、
イ
ス
フ
ァ
ナ
を
結
ぶ
国
際
幹
線

道
路
の
一
部
区
間
の
改
修
（
47
キ
ロ
）
と
、

首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
と
オ
シ
ュ
を
結
ぶ
国
際
幹

線
道
路
上
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
建
設
、
落
石

対
策
、
地
滑
り
対
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
防
災
対
策
や
橋
の
建
設
に
は
、
日
本

の
優
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
移
転
す
る
本

邦
技
術
活
用
条
件
（
S
T
E
P
）
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

オ
シ
ュ
｜
バ
ト
ケ
ン
｜
イ
ス
フ
ァ
ナ
道

路
は
、
旧
ソ
連
か
ら
の
独
立
後
、
十
分
な
補

修
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
劣
化
が
進
行
。一
方
、

ビ
シ
ュ
ケ
ク
｜
オ
シ
ュ
道
路
は
、
山
間
部
の

土
砂
崩
れ
や
雪
崩
に
よ
っ
て
、
通
行
止
め
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
今
回
合
意
し
た
事
業
に

よ
っ
て
同
国
の
重
要
な
幹
線
道
路
が
整
備
さ

れ
れ
ば
、
国
内
の
輸
送
や
周
辺
国
と
の
交
易

が
活
発
化
し
、
キ
ル
ギ
ス
の
経
済
成
長
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

署名式後に握手を交わす柳沢香枝理事とアディルベ
ク・カスィマリエフ財務大臣

会談を行うウィクラマシンハ首相と北岡理事長

インドネシアの外務省で行われた物資の引き渡し式

握手を交わすザンス首相と北岡理事長


